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1 月 31 日「幸いな人」マタイ福音書 5：1～12 

 先日、四国学院大学でのチャペル説教のテーマは「お金で幸せになれる

の？」でした。ルカ福音書の愚かな金持ちの譬えをもとに、お金が私たち

を幸せにしてくれるのではないから、お金に囚われるのは辞めようという

話をしてみました。お金持ちに限らず、世の中には「こうなったら幸せ」

のようなテンプレートがいくつかあると思います。国連が発表している世

界幸福度ランキングというものがあって、そのランキングは次の 6 つの指

標で測られます。１、人口当たりの GDP（お金持ち度）、２、社会的支援

（困ったときに助けてもらえる家族や友人がいるか）、３、健康寿命、４、

人生の選択の自由度（人生における選択に満足しているか）、５、寛容さ、

気前の良さ（1 か月以内に寄付をしたか）、６、腐敗の認識（不満、悲しみ、

怒りの少なさ、社会や政府に腐敗が蔓延していないか）。つまり１ある程度

お金があること、２家族や友人がいること、３健康であること、４自由が

あること、５心に余裕があること、６そして社会的なストレスが少ないこ

と、言い換えれば大体このようなことが幸せだと言われていると思います。

まあ、このこと自体には大体うなずけるかと思います。 

  

 ところが、今日はマタイ福音書からイエスが語られた「幸い」について

の言葉を読みました。ここから、私たちは幸いとは何かについて考えさせ

られるように思います。と言うのも、私たちが現代において幸せだと思え

る先ほどの基準に当てはまるものは・・・ほとんどない！？むしろ全くな

い！と思われるからです。「3 節 心の貧しい人々は、幸いである」とイエ

スは言われます。神の前に心打ち砕かれた謙遜なことだと考えられていま

す。が、ルカ福音書の同じ幸いの言葉には単純に「貧しい人は幸いである」

とありますので、単に経済的に満たされていない人は幸いだと語ったのか

もしれません。「4 節 悲しむ人々は、幸いである」少し前の部分を読みま

すとイエスの説教を聴きに集まっていた群集はあらゆる病気や苦しみに

悩む者たちだったとありますので、そういった痛みや悲しみを負う人たち

を幸いだとイエスは言われたのです。「6 節 義に飢え渇く人々は、幸いで

ある」幸福度ランキングでは社会に腐敗がないことが挙げられていました
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が、義に飢え渇く人がいるということは多くの不正や腐敗がある社会に住

む人が幸せと言うことになります。「10 節 義のために迫害される人々は、

幸いである」そのために迫害さえも受ける人々が幸いといわれます。「11

節 わたしのためにののしられ、迫害され、身に覚えのないことであらゆ

る悪口を浴びせられるとき、あなたがたは幸いである」最後に、イエスを

信じるがゆえにののしられ、迫害され、悪口を言われるとき、つまり思想

信条の自由さえない人々が幸いだと言われています！今の私たちから考

えればあらゆる不条理を経験されている人達、貧しく、大きな病や悲しみ

をもち、迫害を受け、信仰の自由もない、不幸のどん底にいると思われる

人々こそ、幸せだとイエスは言われたのです。幸いとは一体どういうこと

なのでしょうか？ 

 

 先日、子どもの教会の子どもたちと話をした。教会を充実させよう、何

か欲しいものはあるかと聞くと、テレビゲーム。それ以外は・・・？「無

い！」何か提案しても「何それつまらない！」ちょっと危機感をもちまし

た。今の子供たちは与えられるのを待ってる。ただ待っているだけなの

か？自分から新しい楽しみとか次の出会いを求めに行くことができない

のかもしれないと思います。だからいつも「つまらない、退屈、満たされ

ることがない」そのことに、気づいていないのではないでしょうか？手前

みそですが、自分の話をしますが、小学 3 年の時に、祖父と祖母が屋久島

に引っ越すことになったので、その手伝いで夏休みに 1 ヶ月屋久島へ行っ

たことがあった。テレビもない。ゲームもない。友達もいない。子どもは

私一人っきりでした、どうなることかと思って行ったら全く退屈しません

でした。毎日山や川へ出かけて虫や魚を捕まる。疲れたら、絵本を読む。

すごく充実して楽しい日々だったことを覚えている。人間はそういうとこ

ろがあって、何もかもが満たされた状態が幸せなのではなく、より良い状

態に向かっているその活動そのものが幸せなのです。イギリスの哲学者バ

ートランド・ラッセルの二つの言葉を紹介します。 

「人間が幸せでいるためには、あれやこれやの楽しみばかりでなく、希望

や冒険心や変化が必要だ」「求めるべきは、完成したユートピアではなく、
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想像と希望が生きて動いている世界である」 

 

 イエスの幸いの言葉にもそのようなニュアンスが含まれているように

思う。柔和な人、憐れみ深い人、心の清い人もまた幸せな人と呼ばれてい

ます。彼らは、幸いのために働く人だからです。その中で最も偉大な人は

この人です。「平和を実現する人々は幸いである。その人たちは神の子と呼

ばれる。」今は厳しい現実があっても、私たちが神の国を求め続けるなかで

いつの日か取り除かれ、満たされる日が来るのです。 

今、私たちはコロナ禍という深刻な状況に置かれている。はっきり言っ

て酷い状況で、悲しみ、苦しみ、不安が世界を覆っているように思える。

しかし、状況にばかり目を留めるのではなく、その中での、私たちの働き

に目を向けることはできないだろうか。平和を実現しようと私たち自身が

働くことができないだろうか。その時、私たちは悲しみ、苦しみ、嘆きの

状況の中にはあっても、幸いな者へと変えらていくはずなのです。 

 

 最後に、神の国の話をしたいと思います。先日、中国からの実習生のチ

ェン君が帰国しました。彼との親しい交わりには色んな想いが駆け巡る。

言葉を超えて、国籍を超えて、私たちは確かに友人になり、家族となった

と思う。ある人は「彼は情に深い人だった」だと言いました。けれども、

私はこれが、神の国の実現だと思っています。パウロの言葉です。ガラテ

ヤ 3：28「そこではもはや、ユダヤ人もギリシア人もなく、奴隷も自由な

身分の者もなく、男も女もありません。あなたがたは皆、キリスト・イエ

スにおいて一つだからです。」私たちはイエスへの信仰により、色んな壁を

越えて一つにされる！この聖書の言葉は確かにこの多度津教会で実現し

た。ほんの少しの期間でしたが、確かに実現したのです。神の国とはそう

やって私たちのなかにやってくるのです。ルカ福音書にこうあります。

「17：20～ ファリサイ派の人々が、神の国はいつ来るのかと尋ねたので、

イエスは答えて言われた。「神の国は、見える形では来ない。『ここにある』

『あそこにある』と言えるものでもない。実に、神の国はあなたがたの間

にあるのだ。」 
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今日は幸せとは何かについて考えてきました。山上の説教でイエスは

幸せとは、お金があるとか、健康だとか、家族や友人がいるとか、何か

が満たされた状態のことではなく、聖書が「神の国」と呼ぶ大きな理想

や希望のために働くこと、働きそのものだと言っているのかもしれませ

ん。マタイ福音書の山上の説教はこう締めくくられています。「7：24～ 

わたしのこれらの言葉を聞いて行う者は皆、岩の上に自分の家を建てた

賢い人に似ている。雨が降り、川があふれ、風が吹いてその家を襲って

も、倒れなかった。岩を土台としていたからである。わたしのこれらの

言葉を聞くだけで行わない者は皆、砂の上に家を建てた愚かな人に似て

いる。雨が降り、川があふれ、風が吹いてその家に襲いかかると、倒れ

て、その倒れ方がひどかった。」私たちがイエスの愛の御言葉を行いなが

ら、神の国が実現されていくことが、私たちにとっての本当の幸いなの

です。最後に、この精神が記されている［多度津教会・愛光保育園 共

働キリスト教精神］で今日の説教を終えたいと思います。週報をご覧く

ださい。「人間は神によって創造され、愛されている存在である。神はい

つも私たちのそばにいて、一人一人に異なる賜物とかけがえのない命を

お与えになる。私たちは互いに愛し合い、隣人と共に生きる神の国を目

指し、祈り、働く。」 

 


